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郵便またはEメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

次回締切　4月25日必着（掲載は６月号です。）（企画広報課）

★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（概ね50作品まで）
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あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌 ホームページ
■６月号締切　４月25日（水）
■掲載料　10,000円/１枠（28mm×85mm）

■５月掲載分締切　４月10日（火）
■掲載料　１か月10,000円

みてねっと！
「ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

　国民年金の保険料額が見直され、平成24年４月から
平成25年３月までの保険料は月額１４，９８０円にな
りました。

　国民年金には、学生本人の前年所得が一
定基準以下の場合、申請して承認されると
保険料の納付が猶予される「学生納付特例
制度」があります。
　学生納付特例が承認された期間は、将来
支給される「老齢基礎年金」の受給に必要
な期間（受給資格期間）に算入されるほ
か、万一の場合に支給される「障害基礎年
金」や「遺族基礎年金」の受給資格期間に
も算入されますが、「老齢基礎年金」の年
金額には反映しません。承認された期間は、
10年以内であれば遡って納付（追納）す
ることができます。追納されるとその期間
は保険料納付済期間となり、老齢基礎年金
の額に反映されます。なお、承認された翌
年度から起算して３年度目からは当時の保
険料に加算額がつきます。

▼承認期間
　４月～翌年３月
▼対　　象
大学（大学院）、短大、高等学校、高等
専門学校、専修学校、各種学校等に在学
されている20歳以上の学生の方
▼申　　請
・市役所保険年金課または最寄りの支所窓
口（申請には、学生証が必要です。）

・平成23年度に学生納付特例制度により
保険料納付を猶予されており、平成24
年度も引き続き在学予定の方へ、日本年
金機構から４月上旬に基礎年金番号等の
印字されたハガキ形式の学生納付特例申
請書が送付されます。　

　　同一の学校に在学されている場合は、
このハガキに必要事項を記入し、投函す
るだけで申請することができます。この
場合は、在学証明書または学生証は不要
です。

月額 １４，９８０ 円です
平成24年度の国民年金保険料は、

　毎月の保険料の納付を、口座振替の早割制度（当月末
振替）を利用されると、保険料が月々50円割引になり
お得です。手続きは、口座振替を希望される郵便局・金
融機関、または大津年金事務所国民年金課で行ってくだ
さい。

〈早割制度がお得〉
月々50円お得！

　平成24年４月分から平成25年３月分までの保険料
を、納付書でまとめて納付（前納）されると、1年分の
保険料が３，１９０円割引となり、大変お得です。
　納付期限は５月１日（火）です。前納用の納付書は４
月上旬に郵送する納付案内書に同封されていますので、
ご確認ください。

年３，１９０円お得！
〈まとめて前納はもっとお得〉

国保の保険証は届きましたか？ お済みですか？
就・退職での国保・年金手続き

ご存知ですか？
学生納付特例制度

　４月１日からご利用いただく高島市国民健康保険
の保険証（カード）を「簡易書留」で郵送しました。
配達日にご不在だった場合は、郵便局で保管されて
います。まだお手元に届いていない方は、お近くの
郵便局にご確認ください。なお、４月中頃からは、
お近くの支所（新旭地域の方は市役所保険年金課）
でお預かりしますので、ご連絡をお願いします。保
険証がお手元に届いたら、必ず記載内容をご確認く
ださい。

　現在、国民健康保険・国民年金に加入されている
方が、就職などで新たに社会保険に加入される場合
や、退職などで社会保険の資格を喪
失し、国民健康保険・国民年金に加
入される場合は、各支所または保険
年金課または各支所でお早めに手続
きをしてください。


